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ダイズのセシウム吸収に関与するカリウム輸送遺伝子（GmHAK5）の関与 
Potassium transport gene (GmHAK5) involved in cesium absorption of soybeans 
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1. はじめに 
セシウムの吸収には同族元素の K と関連が指摘されており、シロイヌナズナでは KUP/HAK/KT トラ

ンスポーター系の HAK5 が、K 欠乏下において Cs 取り込みに関与していることが明らかになっている

（Qi ら, 2008）。ダイズは福島県が実施している農産物のモニタリング検査によると、放射性 Cs の基準

値（100Bq/kg）を超える割合が穀類の中で最も高いが、その吸収メカニズムは明らかになっていない。

本発表ではダイズの Cs 吸収メカニズムを解明するため、異なる K 濃度溶液で栽培したダイズの Cs 吸収

や、GmHAK5 の関与について検討を行った。 
2. 実験方法 
１）異なる K 濃度で栽培したダイズの Cs 吸収試験：異なる K 濃度（0～30mM）でダイズを 2 週間栽培

した。通常濃度の溶液（K 濃度 3mM、133Cs：0.1μM）に 137C、42K をトレーサーとして添加し、2 時間

吸収後、地下部をガンマーカウンターで測定した。 
２）GmHAK5 の発現、吸収：異なる K 濃度（0～3mM）で 2 週間栽培したダイズの根基部から cDNA
を抽出し、GmHAK5（Glyma03g42480）の発現を解析した。また、低 K 濃度の根から GmHAK5 の cDNA
をクローニングし、酵母（pYES2）の発現ベクターに導入して（Oda et al. 2011）、Cs 感受性と Cs 吸収試

験を行った。 
3. 結果および考察 
地下部の 137Cs 濃度は、生育時の K 濃度が 0.03mM までは同程度であったが、0.3mM から低下し、

3mM～30mM までは同程度に低下した。42K 濃度も 137Cs と同様な結果となった（図 1）。GmHAK5 の

発現は低 K 濃度で栽培したダイズで高く、K 濃度が高くなるにつれて低下した（図 2）。また、異なる

Cs 濃度培地で GmHAK5 を導入した酵母を生育したところ、野生株に対し低 Cs 濃度の培地から生存で

きなくなり、Cs 感受性を示した。また、GmHAK5 を導入した酵母の Cs 吸収は、野生株より増加する

ことを確認した。以上より、GmHAK5 はダイズの Cs 取込に関与していることが示唆された。 

 
図 1 異なる K 濃度で生育したダイズの 137Cs、42K 吸収    図 2 GmHAK5 の発現 
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